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日
露
戦
争
に
よ
り
捕
虜
と
な

り
、
祖
国
の
家
族
の
も
と
へ
帰

る
日
を
こ
こ
ろ

ま
ち
に
し
な
が

ら
も
異
国
の
地

で
亡
く
な
っ
た

ロ
シ
ア
兵
士
15

名
の
慰
霊
祭
を

毎
年
名
古
屋
ハ

リ
ス
ト
ス
正
教

会
と
共
同
で
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、

今
年
は
４
月
５

日
（
日
）
に
行

い
ま
す
。

リ
ャ
ボ
フ
在
大

阪
ロ
シ
ア
連
邦

総
領
事
及
び
Ｎ
Ｐ
О
法
人
「
日

本
と
ロ
シ
ア
の
友
好
・
親
善
を

す
す
め
る
会
」
、
一
般
社
団
法

人
「
日
ロ
友
好
愛
知
の
会
」
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会
会
員
、
日
ロ

交
流
に
関
心
を
持
つ
方
々
の
参

加
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
お
花
見
を
兼
ね
て
気
軽
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

昨
年
リ
ャ
ボ
フ
総
領
事
よ
り
慰

霊
塔
の
修
理
と
墓
碑
の
修
復
な

ど
に
つ
い
て
申
し
出
が
あ
り
、

昨
年
末
に
完
了
し
ま
し
た
の
で
、

き
れ
い
に
な
っ
た
墓
碑
と
墓
地

を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

慰
霊
祭
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
参
列
者
に
よ
る
黙
祷

・
主
催
者
・
来
賓
あ
い
さ
つ

・
慰
霊
塔
へ
の
献
花
（
参
列
者

代
表
）

・
追
悼
の
祈
り
と
聖
歌

・
ロ
シ
ア
兵
士
墓
碑
へ
の
献
花

（
参
加
者
全
員
）

・
献
歌
（
合
唱
団
「
ミ
ー
ル
」
）

雨
天
決
行
で
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
の
た

め
パ
ミ
ン
キ
（
追
善
の
も
て
な

し
）
は
中
止
し
ま
す
。

交
通
案
内

地
下
鉄
東
山
線
「
星
ヶ
丘
」

駅
か
ら
市
バ
ス
「
地
下
鉄
自
由
ヶ

丘
」
行
き
（
毎
時
08
分
、
38
分
）

に
乗
車
、
「
平
和
公
園
」
下
車
。

ま
た
は
地
下
鉄
名
城
線
「
自

由
ヶ
丘
」
駅
か
ら
市
バ
ス
「
星
ヶ

丘
」
行
き
（
毎
時
06
分
と
36
分
）

に
乗
車
、
「
平
和
公
園
」
下
車
。

墓
地
は
星
ヶ
丘
行
き
バ
ス
停

の
す
ぐ
前
に
あ
り
ま
す
。
桜
満

開
の
折
に
は
交
通
渋
滞
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

【写真】昨年の慰霊祭の様子

ロ
シ
ア
兵
士
墓
地
慰
霊
祭
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

４
月
５
日
（
日
）
14
時
～

平
和
公
園
内
ロ
シ
ア
兵
士
墓
地
に
て

「
オ
ー
バ
ー
・
ザ
・
リ
ミ
ッ
ト
」

４
月
10
日
（
金
）
よ
り
伏
見
ミ
リ
オ
ン
座
で
上
映

「
あ
な
た
は
人
じ
ゃ
な
い
。
ア

ス
リ
ー
ト
な
の
!
」
リ
タ
（
マ

ル
ガ
リ
ー
タ
・
マ
ム
ー
ン
）
は
、

新
体
操
王
国
ロ
シ
ア
の
代
表
選

手
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、

鬼
コ
ー
チ
た
ち
か
ら
の
強
烈
な

指
導
を
受
け
、
日
々
の
練
習
に

励
む
。
ア
リ
ー
ナ
・
カ
バ
エ
ワ

な
ど
、
数
多
く
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
を
育
て
上
げ

た
イ
リ
ー
ナ
・
ヴ
ィ
ネ
ル
の
指

導
は
、
特
に
精
神

面
に
お
い
て
厳
し

い
。
リ
タ
は
優
雅

に
リ
ン
グ
を
キ
ャ
ッ

チ
し
、
ボ
ー
ル
を

肩
で
転
が
す
が
、

コ
ー
チ
た
ち
は
更

な
る
高
み
を
求
め
、

何
度
も
何
度
も
繰

り
返
さ
せ
る
。
わ
ず
か
な
自
由

時
間
に
は
、
彼
氏
と
電
話
で
話

し
た
り
、
家
族
と
穏
や
か
に
過

ご
す
が
、
す
ぐ
に
ま
た
激
烈
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
始
ま
る
。

本
作
は
リ
タ
が
リ
オ
・
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

す
る
ま
で
の
道
の
り
を
追
っ
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。
美
し
く

華
や
か
な
表
舞
台
で
栄
光
を
勝

ち
取
る
た
め
、

ア
ス
リ
ー
ト
は

そ
の
裏
で
何
を
し
て
い
る
の
か
。

想
像
を
絶
す
る
世
界
に
迫
る
。

《
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
・
マ
ム
ー
ン

（
リ
タ
）
》

１
９
９
５
年
モ
ス
ク
ワ
生
ま

れ
。
ロ
シ
ア
人
の
母
と
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
人
の
父
を
持
つ
。
幼

少
期
に
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の

選
手
と
し
て
活
動
し
て
い
た
が
、

そ
の
後
ロ
シ
ア
の
選
手
と
し
て

活
動
。
世
界
選
手
権
で
は
合
計

７
つ
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
選
手
権
、
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
、
グ
ラ
ン
プ
リ
シ
リ
ー

ズ
な
ど
で
も
活
躍
。
２
０
１
６

年
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
個
人
総
合
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
。
幼
少
期
よ
り
ア
ミ
ー

ナ
・
ザ
リ
ポ
ワ
に
師
事
し
、
ロ

シ
ア
代
表
チ
ー
ム
で
は
イ
リ
ー

ナ
・
ヴ
ィ
ネ
ル
の
指
導
を
受
け

る
。
２
０
１
７
年
引
退
、
結
婚
。

２
０
１
８
年
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
イ
ツ
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
合
作
映
画

第55回日本ユーラシア協会愛知県連合会総会開催のお知らせ

2020年6月7日（日）11：00～16：00

愛知民主会館 2階ホール

総会記念講演 日本ユ―ラシア協会副会長 竹森正孝氏

「ロシア憲法の改正問題を中心に」

昼食はボルシチ（300円）とピロシキ（200円）をご用意します。

ユーラシア物産の販売もいたしますので、みなさんお誘いあわ

せの上、お越しください。

日
頃
は
日
ユ
協
会
愛
知
県
連
の

た
め
に
大
変
お
世
話
に
な
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

愛
知
県
連
が
事
務
所
、
活
動
の

拠
点
を
お
い
て
お
り
ま
す
新

「
愛
知
民
主
会
館
」
建
設
に
当

た
っ
て
は
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
お

力
添
え
を
頂
き
、
お
陰
様
で
新

会
館
建
設
15
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。振

り
返
り
ま
す
と
、“

み
ん

な
で
建
て
よ
う

21
世
紀
の
平

和
・
友
好
・
文
化
の
セ
ン
タ
ー

新
「
愛
知
民
主
会
館
」
を
”

と
呼
び
か
け
た
の
は
、
２
０
０

３
年
夏
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の

新
会
館
（
現
在
の
愛
知
民
主
会

館
）
建
設
を
決
意
す
る
ま
で
に

は
、
旧
愛
知
民
主
会
館
の
在
館

団
体
を
は
じ
め
関
係
者
の
間
で
、

真
剣
な
、
熱
い
思
い
を
込
め
た

議
論
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
私
た
ち
に
素
晴
ら
し
い
活

動
の
拠
点
を
残
し
て
く
れ
た
先

達
の
思
い
を
引
き
継
ぎ
、
次
の

世
代
に
新
し
い
活
動
の
場
を
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
し
よ
う
と
、
厳
し

い
資
金
調
達
を
覚
悟
の
上
、

“

新
「
愛
知
民
主
会
館
」
を
つ

く
る
会
”
を
結
成
し
、
新
会
館

建
設
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

日
ユ
協
会
愛
知
県
連
を
は
じ
め
、

「
つ
く
る
会
」
に
結
集
し
た
諸

団
体
の
努
力
で
、
愛
知
民
主
会

館
は
、
２
０
０
５
年
11
月
末
に

新
会
館
と
し
て
再
出
発
し
ま
し

た
。ご

承
知
の
通
り
、
日
ユ
協
会

愛
知
県
連
は
、
こ
の
会
館
を
建

設
す
る
に
当
た
り
、
そ
の
建
設

資
金
の
内
県
連
分
担
分
を
確
保

す
る
た
め
、
会
員
を
中
心
と
す

る
多
く
の
方
々
か
ら
、
多
額
の

寄
付
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

最
終
的
に
は
不
足
額
を
借
入
金

に
よ
り
確
保
し
ま
し
た
。
会
館

完
成
後
は
、
こ
の
借
入
金
を
返

済
す
る
た
め
の
カ
ン
パ
、
バ
ザ
ー

な
ど
を
精
力
的
に
、
途
切
れ
る

こ
と
な
く
取
り
組
み
、
昨
年
の

県
連
総
会
で
は
、
「
完
済
ま
で

あ
と
一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

こ
ぎ
着
け
ま
し
た
」
と
報
告
で

き
る
に
至
り
ま
し
た
。
そ
し
て

こ
の
度
、
そ
の
最
後
の
一
歩
を

達
成
し
、
完
済
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
私
た
ち

日
ユ
協
会
と
し
て
は
名
実
と
も

に
「
私
た
ち
の
会
館
」
と
言
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
さ

に
「
ウ
ラ
ー
（
У
р
а
!
）
」

で
す
。
こ
れ
は
、
長
年
に
亘
る

会
員
の
皆
様
、
就
中
毎
月
の
よ

う
に
定
期
的
・
継
続
的
な
カ
ン

パ
を
続
け
て
下
さ
っ
た
会
員
の

皆
さ
ま
の
お
力
添
え
に
よ
る
も

の
で
す
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

会
館
完
成
後
約
15
年
も
か
か
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
漸
く
そ

の
借
入
金
を
完
済
す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
、
併
せ
て
お
借
り

し
た
お
金
は
、
た
と
え
年
月
が

か
か
っ
て
も
必
ず
お
返
し
す
る

と
い
う
極
め
て
当
た
り
前
の
約

束
を
果
た
せ
た
こ
と
を
嬉
し
く

思
う
と
と
も
に
、
ご
協
力
頂
き

ま
し
た
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に
、
当
初

の
建
設
資
金
調
達
に
当
た
っ
て

「
寄
付
金
」
と
い
う
形
で
ご
協

力
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
対
し

て
も
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。こ

れ
か
ら
の
活
動
を
通
じ
て

恩
返
し
し
な
が
ら
、
と
も
に
歩

ん
で
い
く
決
意
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
こ
の
会
館
を

活
用
し
、
私
た
ち
の
活
動
を
力

強
く
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日
ユ
愛
知
県
連
「
借
入
金
」
完
済
の
御
礼

新
「
愛
知
民
主
会
館
」
建
設
の
た
め
の

日
本
ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会
愛
知
県
連
合
会
常
任
理
事
会

《お知らせ》
3月15日に開催を予定しておりました第22

回ユーラシアフェスティバルは「新型コ

ロナウイルス」感染のおそれのため中止

することを、2月25日に開催された臨時常

任理事会で決定しました。
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ミ
ハ
イ
ル
・
ヴ
ォ
ス
ク
レ
セ

ン
ス
キ
ー
は
、
ロ
シ
ア
の
正
当

な
ロ
マ
ン
派
ピ
ア
ニ
ズ
ム
を
継

承
す
る
国
際
的
ピ
ア
ニ
ス
ト
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
モ
ス
ク

ワ
音
楽
院
と
大
学
院
で
レ
フ
・

オ
ポ
ー
リ
ン
（
第
1
回
シ
ョ
パ

ン
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
者
）
に
師

事
。
シ
ュ
ー
マ

ン
、
ヴ
ァ
ン
・

ク
ラ
イ
バ
ー
ン
、

エ
ネ
ス
コ
、
リ

オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
な
ど
数
々
の

国
際
ピ
ア
ノ
コ

ン
ク
ー
ル
に
入

賞
。
１
９
５
７

年
、
22
歳
の
時
の
若
さ
で
参
加

し
た
「
プ
ラ
ハ
の
春
音
楽
祭
」

で
は
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ビ
ッ
チ
本

人
を
前
に
彼
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲

を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
初
演
。
以
後
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
や
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ

ン
の
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
全
曲
演
奏
、

シ
ョ
パ
ン
全
作
品
連
続
演
奏
と

話
題
を
ま
い
た
。

２
０
０
７
～
１
０
年
に
は
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
全
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
連

続
演
奏
会
を
完
結
。
そ
の
功
績

に
よ
っ
て
２
０
１
１
年
に
受
賞
。

モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
で
は
１
９
６

３
年
よ
り
教
授
と
し
て
半
世
紀

以
上
も
の
あ
い
だ
に
多
数
の
国

際
的
に
活
躍
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト

を
輩
出
。

１
９
６
１
年
初
来
日
以
来
、

演
奏
活
動
の
み
な
ら
ず
教
育
者

と
し
て
度
々
日
本
を
訪
問
。
日

ロ
両
国
の
国
際
文
化
交
流
に
お

け
る
多
大
な
貢
献
を
讃
え
ら
れ

て
い
る
。
１
９
６
６
年
に
ロ
シ

ア
功
労
芸
術
家
を
受
賞
。
１
９

８
９
年
に
は
ロ
シ
ア
人
民
芸
術

家
の
称
号
を
得
る
。
２
０
１
５

年
に
は
、
日
本
国
よ
り
、
旭
日

中
綬
章
を
授
与
さ
れ
た
。

２
０
１
９
年
秋
に
は
モ
ス
ク

ワ
音
楽
院
大
ホ
ー
ル
で
ラ
イ
ブ

録
音
さ
れ
た
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
全
曲
及
び

「
合
唱
幻
想
曲
」
の
Ｃ
Ｄ
を
リ

リ
ー
ス
。

現
在
、
モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
教

授
・
ピ
ア
ノ
科
長
、
国
際
ス
ク

リ
ャ
ー
ビ
ン
協
会
会
長
、
桐
朋

学
園
大
学
客
員
教
授
。

《
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト：

幻
想
曲

ニ
短
調

K.
39
7

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト：

ピ
ア
ノ
ソ

ナ
タ
第
20
番

イ
長
調

Ｄ9
59

シ
ュ
ー
マ
ン：

３
つ
の
ロ
マ

ン
ス

O
p.
2
8

よ
り

２
嬰
ヘ
長

調

３
ロ
長
調

ク
ラ
イ
ス
レ
ア
リ
ー
ナO

p.
16

全
指
定
席

４
５
０
０
円

１
９
８
７
年
、
ペ
ト
ロ
ザ
ヴ
ォ
ー

ツ
ク
の
音
楽
一
家
に
生
ま
れ
る
。

９
歳
で
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

き
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
。

才
能
を
見
出
さ
れ
、
モ
ス
ク
ワ

音
楽
院
付
属
中
央
音
楽
学
校
で

ブ
ー
ニ
ン
や
ヨ
ッ
フ
ェ
、
ル
プ
ー

ら
を
育
て
た
名

教
師
エ
レ
ー
ナ
・

リ
ヒ
テ
ル
の
も

と
で
学
ぶ
。
２

０
０
１
年
ロ
シ

ア
教
育
相
よ
り

奨
学
金
を
授
与
。

２
０
０
２
年
ロ

シ
ア
連
邦
大
統

領
よ
り
表
彰
を
受
け
る
。
２
０

０
５
年
に
開
催
さ
れ
た
モ
ス
ク

ワ
音
楽
院
付
属
中
央
音
楽
学
校

主
催
の
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
満
場
一
致
の
優
勝
。
そ

の
後
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
受
理
ア
ー

ト
音
楽
院
を
首
席
卒
業
。
ラ
フ

マ
ニ
ノ
フ
が
学
生
だ
っ
た
頃
の

ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
ル
に
当
た
る

「
赤
い
デ
ィ
プ
ロ
マ
」
を
ピ
ア

ノ
科
で
唯
一
授
与
さ
れ
た
。
こ

れ
ま
で
に
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
の

入
賞
回
数
は
10
回
以
上
に
及
ぶ
。

日
本
に
お
い
て
は
、
２
０
０

６
年
浜
松
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー

ル
で
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
（
第
６

位
）
と
な
っ
た
の
を
機
に
、
各

地
で
リ
サ
イ
タ
ル
を
催
し
絶
賛

を
博
す
。
２
０
１
２
年
に
は
第

31
回
横
浜
市
招
待
国
際
ピ
ア
ノ

演
奏
会
に
出
演
。

ロ
シ
ア
、
日
本
、
台
湾
な
ど

で
精
力
的
に
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス

を
行
っ
て
い
る
。

《
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

シ
ュ
ー
マ
ン：

子
供
の
情
景

Op
.1
5

ブ
ラ
ー
ム
ス：

3
つ
の
間
奏

曲

Op
.11

7

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン：

ピ
ア
ノ

ソ
ナ
タ
第
30
番
ホ
長
調

O
p.
10
9

ブ
ラ
ー
ム
ス：

ピ
ア
ノ
ソ
ナ

タ
第
２
番
嬰
ヘ
短
調

O
p.
12

一
般
自
由
席

２
０
０
０
円

県
連
事
務
局
で
も
チ
ケ
ッ
ト

取
扱
い
中

愛
知
県
民
主
会
館
建
設
基
金

募
金
応
募
者
（
敬
称
略
）

（
２
月
１
日
～
２
月
29
日
）

矢
崎
正
一

市
川
春
季

小
林
金
次

小
池
慎
一

合
計
４
２
４
、
９
０
０
円

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

田
中
正
也
が
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加

５
月
３
日
（
日
）
11
時
30
分
開
演

宗
次
ホ
ー
ル

ピ
ア
ノ
で
旅
す
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
～
お
散
歩
ピ
ア
ノ
～

４
月
23
日
（
木
）
13
時
30
分
開
演

ニ
コ
ラ
イ
・
サ
ラ
ト
フ
ス
キ
ー

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

宗
次
ホ
ー
ル
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
で
田
中
正
也

が
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て

参
加
し
ま
す
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
語
で
ピ
ア
ノ
は

“

リ
ン
ゴ
ラ
”
。
シ
ュ
ー
ベ
ル

ト
も
魅
せ
ら
れ
た
東
洋
西
洋
が

ま
じ
り
合
う
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
メ

ロ
デ
ィ
―
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

田
中
正
也
は
15
歳
で
単
身
モ

ス
ク
ワ
へ
行
き
、
モ
ス
ク
ワ
音

楽
院
、
お
よ
び
同
大
学
院
を
修

了
し
、
ネ
ル
セ
シ
ア
ン
、
ヴ
ォ

ス
ク
レ
セ
ン
ス
キ
ー
に
師
事
。

カ
ン
ト
ゥ
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
チ
ェ

ル
ト
コ
ン
ク
ー
ル
第
1
位
、
ス

ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
国
際
ピ
ア
ノ
コ

ン
ク
ー
ル
第
1
位
な
ど
多
く
の

賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
ま
た
日

本
ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会
本
部

理
事
も
務
め
て
い
る
。
。

一
般
自
由
席

１
０
０

０
円

チ
ケ
ッ
ト
は
県
連

事
務
局
で
も
取
扱
い
中
。

《
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

リ
ス
ト：

愛
の
夢

第

３
番バ

ル
ト
ー
ク：

ル
ー
マ
ニ
ア

民
族
舞
曲

ブ
ラ
ー
ム
ス：

ハ
ン
ガ
リ
ー

舞
曲
（
４
手
連
弾
）
ほ
か

宗
次
ホ
ー
ル

ス
イ
ー
ツ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

關谷範子（ｐ） 田中正也（ｐ）

関
西
・
東
海
・
北
陸
地
区
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
が
、
２
０
２
０
年

２
月
29
日
（
土
）
、
京
都
の
キ
ャ

ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
で
開
催
さ

れ
愛
知
県
連
か
ら
は
杉
浦
会
長

以
下
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

全
体
で
は
28
人
で
し
た
。

記
念
講
演
は
芦
田
文
夫
京
都

府
連
副
会
長
の
「
東
北
ア
ジ
ア

の
平
和
と
友
好
運
動
」
～
京
都

で
の
経
験
（
「
日
ユ
」
「
日
中
」

「
日
朝
」
の
運
動
）
か
ら
～
で

し
た
。

休
憩
を
は
さ
ん
で
大
阪

府
連
の
榊
正
明
理
事
長
の

総
会
議
案
の
提
案
・
説
明

が
あ
り
、
各
連
合
会
の
活

動
報
告
と
意
見
交
流
を
行

い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
中

か
ら
注
目
し
た
２
、
３
の

こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

①
大
阪
府
連
で
は
、
ロ

シ
ア
に
関
心
を
持
つ
若
い

人
が
一
定
数
い
る
。
ユ
ー

ラ
シ
ア
・
カ
フ
ェ
な
ど
青

年
部
が
主
体
と
な
っ
て
参

加
者
と
青
年
部
が
楽
し
く
交
流

し
て
い
る
。

②
京
都
の
理
事
長
で
、
自

ら
ロ
シ
ア
語
講
座
を
担
当
し

て
い
る
吉
田
さ
ん
は
ロ
シ
ア

語
受
講
生
が
ひ
き
続
き
ロ
シ

ア
語
学
習
を
続
け
る
よ
う
に
、

文
化
サ
ロ
ン
や
青
年
部
行
事

「
シ
ャ
シ
リ
ク
パ
ー
テ
ィ
ー
」

な
ど
の
府
連
の
活
動
へ
の
参

加
を
呼
び
か
け
、
行
事
に
主

体
的
に
係
わ
る
会
員
を
育
て

て
い
る
経
験
を
披
露
し
て
く

れ
ま
し
た
。

③
ま
た
、
「
青
年
活
動
と
次

世
代
対
策
は
青
年
会
員
の
責
任

で
は
な
い
」
と
い
う
大
阪
府
連

榊
理
事
長
の
発
言
に
つ
い
て
、

私
が
確
認
し
た
と
こ
ろ
「
協
会

の
今
後
の
働
き
手
を
育
て
る
と

い
う
次
世
代
対
策
は
、
協
会
の

連
合
会
・
支
部
な
ど
の
機
関
の

仕
事
で
あ
り
、
青
年
会
員
の
活

動
が
自
動
的
に
次
世
代
対
策
に

な
る
も
の
で
は
な
い
。
機
関
の

日
常
的
・
系
統
的
・
意
識
的
な

次
世
代
対
策
の
取
り
組
み
が
重

要
だ
」
と
、
榊
理
事
長
は
強
調

さ
れ
ま
し
た
。

④
「
青
年
部
の
な
い
地
域
支

部
は
、
青
年
部
組
織
に
向
け
た

努
力
を
す
る
」
と
い
う
運
動
方

針
は
青
年
部
の
な
い
愛
知
県
連

に
と
っ
て
は
耳
の
痛
い
指
摘
で

す
。⑤

そ
こ
で
私
は
大
阪
府
連
の

「
５
つ
の
宝
」
～
①
来
年
、
開

設
90
年
の
ロ
シ
ア
語
講
座
、
②

協
会
内
で
最
多
受
講
生
の
日
本

語
講
座
、
③
昨
年
１
３
０
回
を

超
え
た
文
化
サ
ロ
ン
、
④
楽
し

い
集
い
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
カ
フ
ェ
、

⑤
夏
冬
に
開
催
、
ユ
ー
ラ
シ
ア

バ
ザ
ー
ル

京
都
府
連
の
新
年
会
・
デ
ィ

ナ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
「
ロ
シ
ア
馭

者
歌
の
世
界
」
や
「
文
化
サ
ロ

ン
」
、
青
年
部
主
催
の
受
講
生

交
流
会
等
の
中
の
興
味
あ
る
も

の
に
参
加
し
て
、
我
々
の
活
動

の
ヒ
ン
ト
に
な
る
も
の
を
探
せ

な
い
か
考
え
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
他
府
県
の
総
会
に
参

加
し
て
、
記
念
講
演
を
聞
く
の

も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

（
中
森
秀
樹
）

関
西
・
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
出
席
し
て

京
都
・
大
阪
の
活
動
に
学
ぼ
う

講演する芦田京都府連副会長

【写真】ブロック会議の様子

ミ
ハ
イ
ル
・
ヴ
ォ
ス
ク
レ
セ
ン
ス
キ
ー

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

５
月
14
日
（
木
）
18
時
45
分
～

宗
次
ホ
ー
ル

楽
団
生
活
64
年
、
ロ
シ
ア
音
楽
界
の
重
鎮


